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ご
み
。

特集
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○
せ
た
な
町
ク
リ
ー
ン
な
環
境
づ

く
り
に
関
す
る
条
例
（
抜
粋
）

（
趣
旨
）

　
こ
の
条
例
は
、
せ
た
な
町
の
ク

リ
ー
ン
な
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、

町
民
等
、
事
業
者
、
占
有
者
等
及
び

町
が
連
携
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の

軽
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
活

環
境
の
美
化
に
努
め
、
も
っ
て
町

民
の
健
康
で
快
適
な
生
活
づ
く
り

を
確
保
し
、
豊
か
な
自
然
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
ご
み
発
生
の
制
限
）

　
自
ら
の
生
活
や
事
業
に
お
い
て

ご
み
の
発
生
を
少
な
く
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
買
い
物
の
際
は
買
い
物
袋
を
持

参
し
、
ま
た
事
業
者
は
商
品
の
包

装
等
を
工
夫
し
、
買
い
物
時
の
ご

み
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ご
み
焼
却
の
禁
止
）

　
ご
み
の
焼
却
は
、
悪
臭
や
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
な
ど
を
発
生
し
、
町

民
等
の
健
康
阻
害
や
環
境
汚
染
等

が
起
因
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
平
成
　
年
４
月
１
日
施
行
）

18

■
ご
み
処
理
の
現
状

　
現
在
、
ご
み
は「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」（
廃
棄
物
処

理
法
）
を
も
と
に
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
ご
み
は
産
業
廃
棄

物
と
一
般
廃
棄
物
に
分
か
れ
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
と
は
、
事
業
活
動
に

伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
こ
と
を
い

い
、
一
般
廃
棄
物
と
は
産
業
廃
棄
物

以
外
の
廃
棄
物
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
一
般
廃
棄
物
は
家
庭
か
ら
出
る

も
の
と
事
業
所
か
ら
出
る
も
の
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
廃
棄
物
（
以
下

「
一
般
ご
み
」）
を
中
心
に
取
り
上
げ
、

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
を
見

て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

■
ご
み
の
行
方

　
現
在
、
北
檜
山
区
、
瀬
棚
区
、
大
成

区
及
び
今
金
町
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご

み
は
、
北
檜
山
区
共
和
に
あ
る
北
部

桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
で
、
資
源

ご
み
は
、
北
檜
山
区
豊
岡
に
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
施
設
で
処
理
・

梱
包
さ
れ
、
国
の
指
定
す
る
業
者
へ

引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

　
最
終
的
な
焼
却
残
さ
、
不
燃
残
さ
、

埋
立
ご
み
は
、
最
終
処
分
施
設
に
埋

立
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
埋
立
容
量
の

　
％
を
既
に
使
い
切
っ
て
い
る
の
が

９５

現
状
で
す
。

■
増
え
る
「
ご
み
」

　
せ
た
な
町
の
過
去
５
年
間
の
一
般

ご
み
年
間
排
出
量
と
、
一
人
当
た
り

の
一
般
ご
み
年
間
排
出
量
を
左
図
に

示
し
ま
す
。
合
併
前
の
平
成
　
年
か

１４

ら
　
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
町
ご
と
の

１６
排
出
量
を
合
計
し
た
数
値
を
用
い
て

い
ま
す
。
図
の
と
お
り
、
ご
み
排
出

量
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平

成
　
年
の
一
人
当
た
り
の
ご
み
排
出

１８
量
は
、
平
成
　
年
に
比
べ
て
　
％
も

１４

２２

増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Reduce
（リデュース･減らす）

～私たちにできること～ごみ。
特
集
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ごみを減らす
食べ過ぎ、飲み過ぎが肥満の

原因と同じように、

買い過ぎ、料理の作り過ぎを

見直しましょう。
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■
低
い
リ
サ
イ
ク
ル
率

　
一
般
ご
み
の
総
量
に
対
す
る
、
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
資
源
ご
み
の

割
合
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
率
」
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
を
ど
れ
だ
け

資
源
と
し
て
活
か
し
て
い
る
か
を
示

す
も
の
で
す
。
平
成
　
年
の
リ
サ
イ

１７

ク
ル
率
を
左
図
に
示
し
ま
す
。

　
せ
た
な
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、

全
国
平
均
か
ら
比
べ
る
と
３
割
ほ
ど

低
い
こ
と
か
ら
、
せ
た
な
町
は
全
国

か
ら
比
べ
る
と
貴
重
な
資
源
を
ご
み

と
し
て
廃
棄
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

■
資
源
ご
み
を
中
間
処
理
す
る

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
施
設

　
町
に
は
、
カ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

紙
類
な
ど
を
資
源
と
し
て
中
間
処
理

す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
施
設
」

が
あ
り
ま
す
。
分
別
回
収
さ
れ
た

「
資
源
」
は
、
こ
の
施
設
で
処
理
さ
れ

て
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
際
、
最
も
問
題
に
な
る
こ
と

は
「
異
物
混
入
」
で
、
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
が

入
っ
て
い
る
と
資
源
と
し
て
の
価
値

は
下
が
り
、
再
資
源
化
で
き
な
い
も

の
も
出
て
き
ま
す
。
分
別
収
集
さ
れ

る
も
の
は
ご
み
で
は
な
く
「
資
源
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
最
終
段
階
で

異
物
を
取
り
除
く
と
い
う
こ
と
は
大

き
な
労
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
、
さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
資
源
ご
み
回
収
助
成

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
及
び
資

源
ご
み
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

資
源
ご
み
の
回
収
を
行
っ
た
団
体

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

・
補
助
金
額
／
基
本
額
と
し
て
５
千

円
＋
回
収
重
量
１
手
当
た
り
３
円

　
事
前
に
登
録
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
担
当

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
町
民
児
童
課
環
境
衛
生
係

　
殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

●
介
護
用
雑
布
を
募
集
し
て
い
ま

す　
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
で
は
、

介
護
の
際
、
汚
物
な
ど
を
処
理
す

る
た
め
の
使
い
捨
て
と
な
る
雑
布

（
タ
オ
ル
・
下
着
シ
ャ
ツ
な
ど
）
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で

い
ら
な
く
な
っ
た
雑
布
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
昨
年
度
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
】

・
若
松
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
会
・
若
松

老
人
ク
ラ
ブ
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

森
井
な
よ
子
さ
ん
・
高
松
タ
ケ
さ

ん
・
森
井
和
夫
さ
ん
・
江
上
安
子
さ

ん
・
平
田
節
さ
ん
・
宮
本
さ
ん
・
平

山
さ
ん
（
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
）

問
合
せ
　
せ
た
な
町
立
国
保
病
院

　
殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
３
２
１

Reuse
（リユース･再利用）

Recycle
（リサイクル･再資源化）

ついてます
リサイクルマーク

捨てる前に

よーく見てください。

ほとんどみんなついてる

「リサイクルマーク」。

平
成
　
年
　
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
％
）

１７ 13.2
11.3

17.2
19.0

0

5

10

15

20

せたな町 今金町 全道平均 全国平均
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野
焼
き
・
不
法
投
棄
は
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

（
廃
棄
物
処
理
法
）
で
罰
せ
ら
れ
ま

す
。

罰
則
 野
焼
き

　
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千

万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
併
科

罰
則
 産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

　
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千

万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
併
科（
法
人

は
１
億
円
以
下
の
加
重
税
）

罰
則
 一
般
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

　
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千

万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
併
科

■
最
も
危
な
い
「
野
焼
き
」

　
野
外
で
ド
ラ
ム
缶
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
な
ど
の
簡
易
焼
却
炉
で
ご
み
を

焼
却
す
る
「
野
焼
き
」
行
為
は
、
煙
・

悪
臭
な
ど
に
よ
り
近
隣
住
民
に
迷
惑

を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
の
発
生
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
人
工
物
質
と

し
て
は
、
最
も
強
い
毒
性
を
も
つ
と

い
わ
れ
、
紙
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど

塩
素
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
、
低

温
で
燃
や
し
た
り
、
不
完
全
燃
焼
さ

せ
た
と
き
に
大
量
に
発
生
す
る
の

で
、「
野
焼
き
」
が
最
も
危
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
未
遂
で
も
処
罰
さ
れ
る
不
法
投
棄

　
定
め
ら
れ
た
処
分
場
以
外
に
廃
棄

物
を
投
棄
す
る
「
不
法
投
棄
」。

　
正
し
い
処
理
を
お
こ
な
わ
ず
、
不

法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
か
ら
は
、
有

害
物
質
が
漏
れ
だ
し
、
環
境
破
壊
を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
海
、
山
、
川
な
ど
の
自

然
環
境
が
汚
染
さ
れ
、
私
た
ち
の
健

康
や
生
活
に
重
大
な
被
害
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
捨
て
る
の
は
簡
単
で
す
が
、

撤
去
回
収
す
る
の
は
と
て
も
大
変
で

す
。
も
と
の
美
し
い
自
然
を
回
復
す

る
の
は
む
ず
か
し
く
、
多
大
な
期
間

と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
地
球
の
未
来
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
守
る
た
め
に
も
、
ご
み
の「
野
焼

き
・
不
法
投
棄
」
は
絶
対
に
止
め
ま

し
ょ
う
。

～私たちにできること～ごみ。
特
集

Rule
（ルール･規則）

●
簡
易
焼
却
炉
処
分
の
お
手
伝
い

　
町
で
は
、
お
手
持
ち
の
簡
易
焼

却
炉
の
処
分
に
お
困
り
の
方
に
対

し
て
、
必
要
に
応
じ
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
担

当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
町
民
児
童
課
環
境
衛
生
係

　
殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

●
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
処
分

　
３
月
　
日
（
金
）、
北
檜
山
区
の

２１

有
限
会
社
細
川
産
業
（
細
川
大
二
社

長
）
さ
ん
が
北
檜
山
区
豊
岡
の
不
法

投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
廃
棄
物
の
総
量
は
、
ダ
ン

プ
　
台
分
の
約
　
t
も
あ
り
ま
し

１０

２７

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「野焼き･不法投棄」
は犯罪です

野焼き・不法投棄は

法律で禁止されています。

未来の地球と子供たちのため

にもルールを守りましょう。
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増減(%)
平成１７年比

人口（人）
平成１９年平成１８年平成１７年

97  5,700  5,775  5,868北檜山区
94  2,538  2,623  2,713瀬棚区
94  2,271  2,365  2,424大成区
9510,50910,76311,005合　計

●人口の推移

※資料：住民基本台帳（各年９月３０日現在）

　合併してからの人口の推移を見てみると、北檜山区で
３％、瀬棚区・大成区で６％減少し、全体で５％減ってい
ます。

人
口
（
人
）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

北檜山区 瀬棚区 大成区

平成17年
平成18年
平成19年

平成１９年平成１８年
308331転入(人)

社会動態 △458△487転出(人)
5971出生(人)

自然動態
△163△157死亡(人)
△254△242全体増減(人)

●人口動態（人口減少の内訳）

※資料：住民基本台帳（各年９月３０日現在）

　人口減少の内訳として社会動態では、転入人数の約１.５
倍が転出しており、自然動態では、出生人数の２倍以上の
死亡者数となっています。

-500

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

転入 転出 出生 死亡 全体増減

平成18年
平成19年

増減(人/世帯)
平成１７年比

１世帯当たりの人員（人/世帯）
平成１９年平成１８年平成１７年

△0.092.332.362.42北檜山区
△0.042.272.312.31瀬棚区
△0.062.032.052.09大成区
△0.062.252.272.31合　計

●１世帯当たりの人員の推移

※資料：住民基本台帳（各年９月３０日現在）

　１世帯当たりの人員の推移を見てみると、全体的に減少
傾向にあり、２人暮らしもしくは１人暮らしが増えている
事がわかります。

1.80

1.90

2.00

2.10

2.20

2.30

2.40

2.50

北檜山区 瀬棚区 大成区

平成17年
平成18年
平成19年

１
世
帯
当
た
り
の
人
員
（
人
／
世
帯
）

　年齢別に人口の分布を見てみると次のこ
とがわかります。
●年齢別人数の多いランキング
　第１位　５５歳　２１２人（２.０%）
　第２位　５６歳　２０１人（１.９%）
　第３位　５９歳　２００人（１.９%）
●丙午（ひのえうま）の昭和４１年生まれ（年
齢４１歳）の人数が際立って少なく、その２世
の世代でも著しく少なくなっています。
●５０～７０代の占める割合は、４７.１%で人口の
およそ半分を占めています。
●高齢化率（６５歳以上の割合）は、檜山管内
一高い３４.３％です。
●平成生まれの人数と、８０歳以上の人数はほ
ぼ同数で１０.９％となりそれぞれ全体の１割を
超えています。
●８０歳以上の人数は、檜山管内一高くそのう
ち、女性の割合は、男性の２倍でした。

（平成１９年９月３０日現在）

●人口の分布

人
数
（
人
）



7 Setana Public Relations 

処理内容請求件数実施機関
合計不存在非開示一部開示開示
2－－－22情報公開

町長
－－－－－－個人保護
－－－－－－情報公開教育委員会
－－－－－－個人保護
－－－－－－情報公開選挙管理

委員会 －－－－－－個人保護
－－－－－－情報公開監査委員
－－－－－－個人保護
－－－－－－情報公開

農業委員会 －－－－－－個人保護
－－－－－－情報公開公平委員会
－－－－－－個人保護
－－－－－－情報公開固定資産評価

審査委員会 －－－－－－個人保護
－－－－－－情報公開議会
－－－－－－個人保護
2－－－22情報公開

合計 －－－－－－個人保護

　町は、情報公開条例と個人情報保護条例を施
行し、開かれた町政の推進と個人情報の保護を
図ることにより、町民の基本的人権の擁護に努
めています。平成１９年度の運用状況について
公表します。

●情報公開制度とは？
　町と町民の皆さんの共有
の財産である町有情報を公
開することにより、町と町
民の皆さんとの信頼関係を
深め、町政への町民参加に
より、開かれた町政を実現
しようとするものです。
●個人情報保護制度とは？
　町が持っている町民の皆
さんの個人情報を適切に管
理し、開示、訂正等の権利を
保障し、個人情報を保護す
ることにより、町民の皆さ
んに信頼される町政を実現
しようとする制度です。

■情報公開・個人情報開示請求の処理内容

平成１９年度情報公開制度
個人情報保護制度の運用状況

■問い合わせ先
　総務課総務係 
 [担当／樋口]
　殺０１３７-８４-５１１１

■問い合わせ先　（財）消防試験研究センター北海道支部　殺０１１-２０５-５３７１　鯖０１１-２０５-５３７３

試験地試験の種類受付期間試験日区分

札幌市、函館市、旭川市、北見市、苫小牧市、
帯広市、釧路市

甲種
乙種（第１～６類）
丙種４月２１日（月）から

５月１日（木）まで
平成２０年
６月８日（日）第１回

倶知安町、小樽市、岩見沢市、滝川市、名寄
市、留萌市、稚内市、網走市、紋別市、室蘭
市、新ひだか町、根室市

乙種（第１～６類）
丙種

札幌市、函館市、旭川市、北見市、苫小牧市、
帯広市、釧路市

甲種
乙種（第１～６類）
丙種

７月８日（火）から
７月１６日（水）まで

平成２０年
８月２４日（日）第２回

札幌市、函館市、旭川市、北見市、苫小牧市、
帯広市、釧路市

甲種
乙種（第１～６類）
丙種９月２４日（水）から

１０月１日（水）まで
平成２０年
１１月９日（日）第３回 江差町、倶知安町、小樽市、岩見沢市、滝川

市、名寄市、留萌市、稚内市、網走市、紋別
市、室蘭市、浦河町、中標津町

乙種（第１～６類）
丙種

札幌市、函館市、旭川市、北見市、苫小牧市、
帯広市、釧路市

甲種
乙種（第１～６類）
丙種

平成２０年
１２月９日（火）から
１２月１７日（水）まで

平成２１年
２月１日(日）第４回

●受験願書は、（財）消防試験研究センター北海道支部、北海道総務部危機対策局防災消防課、各支庁地域振
興部地域政策課及び消防本部、消防署から受領してください。

平成２０年度危険物取扱者・消防設備士試験日程表
●危険物取扱者試験

試験地試験の種類受付期間試験日区分
札幌市、函館市、旭川市、北見市、苫小牧市、
帯広市、釧路市

甲種（第１～５類）
乙種（第１～７類）

４月２１日（月）から
５月１日（木）まで

平成２０年
６月８日（日）第１回

札幌市甲種（特類）
７月８日（火）から
７月１６日（水）まで

平成２０年
８月２４日（日）第２回 札幌市、函館市、旭川市、北見市、苫小牧市、

帯広市、釧路市
甲種（第１～５類）
乙種（第１～７類）

札幌市、函館市、旭川市、北見市、苫小牧市、
帯広市、釧路市

甲種（第１～５類）
乙種（第１～７類）

平成２０年
１２月９日（火）から
１２月１７日（水）まで

平成２１年
２月１日(日）第３回

●消防設備士試験
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■問い合わせ先■
せたな町立国保病院　殺 ０１３７-８４-５３２１

内臓脂肪型肥満・高血圧・高脂血症・糖尿病は、
死の四重奏
●検査方法　おへそのあたりのCT写真を１枚撮影します。

●料　　金　２,１００円（税込み）

●検査時間　５～１０分程度

※検査までの待ち時間は、患者さまの混み具合によります。

※検査結果は、即日プリントしてお渡しいたします。

※食事制限、事前予約は不要です。

※妊娠の可能性のある方は、受診できません。
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●メタボリックシンドローム
　内臓脂肪蓄積により、生活習慣病が引き起こされやすくなった状態を「メタボ
リックシンドローム」と呼びます。内臓脂肪の蓄積と２つ以上の生活習慣病を
持っている方は心筋梗塞・脳卒中などを引き起こす確立が高くなります。

生活習慣病の犯人は…内臓脂肪の蓄積

あなたも内臓脂肪を測ってみませんか？

＋ 高血圧 糖尿病高脂血症
CT検査で

内臓脂肪の面積が
１００酌以上

いずれか２つ以上
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長
万
部
町
                                      

〜
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜

長
万
部
岳
山
開
き
登
山
会

森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
登
山
し
ま
せ
ん
か
。
春
の
長
万
部
岳
に
は

様
々
な
発
見
が
あ
り
ま
す
！
●
日
時
／
５
月
　
日
２５

（
日
）
午
前
８
時
●
集
合
場
所
／
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

●
参
加
費
／
１
、０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
●
参

加
締
切
／
５
月
　
日
（
水
）
●
申
し
込
み
・
問
い

２１

合
わ
せ
先
／
長
万
部
町
山
岳
会
事
務
局
・
橋
本
宅

（
皐
捌
０
１
３
７
７
・
２
・
２
５
１
７
）

八
雲
町
                                         

落
部
公
園
つ
つ
じ
祭
り

今
年
の
「
落
部
公
園
つ
つ
じ
祭
り
」
で
は
、「
水
田

竜
子
」「
松
川
未
樹
」
歌
謡
シ
ョ
ー
や
ジ
ャ
ン
ボ
ビ

ン
ゴ
、
特
産
品
販
売
や
抽
選
つ
き
餅
ま
き
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
概
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
●
日
時
／
６
月
１

日
（
日
）
午
前
　
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
／
落
部

１０

公
園
（
※
雨
天
時
は
落
部
町
民
セ
ン
タ
ー
）
●
問

い
合
わ
せ
先
／
同
実
行
委
員
会
（
役
場
落
部
支
所

内
）
殺
０
１
３
７
・
６
７
・
２
２
３
１
　
　
　
　

八
雲
町
熊
石
地
域
                            

第
　
回
熊
石
あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１４
熊
石
特
産
の
「
あ
わ
び
」
が
メ
イ
ン
の
食
の
お
祭

り
。
あ
わ
び
食
街
道
・
浜
焼
き
街
道
・
い
に
し
え

食
街
道
な
ど
色
々
な
「
食
」
が
格
安
で
味
わ
え
ま

す
。
活
あ
わ
び
が
当
た
る
宝
も
ち
ま
き
や
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
カ
ー
リ
ン
グ
、
木
村
香
澄
シ
ョ
ー
、
北
部

航
空
音
楽
隊
演
奏
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山
●
日

時
／
５
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
　
分
〜
●
場
所

１８

３０

／
熊
石
青
少
年
旅
行
村
●
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
石

あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
 殺
０

１
３
９
８
・
２
・
３
１
１
１

今
金
町
                                         

〜
旧
石
器
時
代
を
体
験
！
〜

『
ピ
リ
カ
旧
石
器
文
化
館
』

５
月
　
日
ま
で
「
国
学
院
大
学
に
よ
る
ピ
リ
カ
遺

３１

跡
発
掘
特
別
展
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
●
場
所

／
今
金
町
字
美
利
河
●
開
館
時
間
／
９
時
　
分
〜

３０

health

花
粉
症
と
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

部
屋
を
き
れ
い
に
し
て
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
鎧

姿
花
粉
症
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
ご
存
知
で
す
か
？

　
花
粉
症
は
草
木
の
花
粉
に
よ
っ
て
お

こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
こ
と
で
す
。

　
せ
た
な
町
は
自
然
が
豊
富
で
空
気
も

き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
が
、
花
粉
症
の

原
因
に
な
る
草
木
も
そ
の
分
身
近
に
あ

る
の
で
す
。

姿
花
粉
症
は
な
ぜ
起
こ
る
？

　
人
間
が
生
活
し
て
い
て
、
病
気
の
原

因
に
な
る
も
の
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
い
つ

も
病
気
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
、

身
体
の
中
に
病
気
の
原
因
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
入
っ
て
も
退
治
す
る

仕
組
み
が
あ
る
た
め
で
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
普
通
で
あ
れ
ば
ウ

イ
ル
ス
や
菌
な
ど
、
身
体
に
害
の
あ
る

も
の
に
反
応
し
て
追
い
出
し
た
り
す

る
免
疫
の
反
応
が
、
さ
ほ
ど
害
の
な
い

も
の
へ
も
過
敏
に
反
応
し
て
し
ま
う

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
花
粉
症
で
言
う
と
、
身
体
が
花
粉
に

対
し
て
異
物
で
あ
る
と
反
応
し
て
、
く

し
ゃ
み
で
外
に
出
そ
う
と
し
た
り
、
鼻

水
で
洗
い
流
そ
う
と
し
た
り
、
鼻
づ
ま

り
で
中
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り

す
る
状
態
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
反
応
は
ご
く
普
通
の
身

体
を
守
る
た
め
の
反
応
で
、
と
て
も
重

要
な
も
の
だ
と
言
え
ま
す
が
、
さ
ほ
ど

害
の
な
い
花
粉
に
対
し
て
こ
の
不
快
な

症
状
が
数
ヶ
月
も
続
く
と
な
る
と
、
本

人
に
と
っ
て
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
、
町
内
も
ス
イ
セ
ン
の
花
が
咲
い
て
、
新
緑
の
き
れ
い

な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
暖
か
く
て
過
ご
し
や
す
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
こ
の
季
節
に
な
る
と
鼻
水
や
鼻
づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
な
ど
の
症
状
が

出
て
く
る
人
が
い
ま
す
。
最
近
は
天
気
予
報
で
も
花
粉
注
意
報
な
ど
を
や
っ
て

ま
す
が
、
花
粉
症
の
季
節
で
も
あ
る
の
で
す
。



11 Setana Public Relations 

　
時
　
分
●
休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
翌

１６

３０

日
）、
４
月
　
日
、
５
月
７
日
●
入
館
料
／
大
人
２

３０

０
０
円
／
小
・
中
・
高
校
生
１
０
０
円
●
石
器
づ

く
り
セ
ミ
ナ
ー
／
毎
月
第
３
土
曜
日
午
後
１
時
〜

（
要
予
約
、
材
料
費
２
０
０
円
程
度
）
●
問
い
合
わ

せ
先
／
ピ
リ
カ
旧
石
器
文
化
館
 殺
０
１
３
７
・
８

３
・
２
４
７
７

せ
た
な
町
北
檜
山
区
                  　
   

第
　
回
玉
川
公
園
水
仙
ま
つ
り

３６
ゆ
る
や
か
な
丘
の
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
、
約
　
種
類

３０

　
万
株
の
水
仙
が
花
開
く
玉
川
公
園
。
そ
よ
風
に

３０揺
れ
る
水
仙
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
春
の
１
日
を
家

族
や
仲
間
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
●
日
時
／
５

月
　
日（
日
）午
前
　
時
〜
午
後
２
時
●
内
容
／
 歌

１１

１１

謡
シ
ョ
ー
（
ゲ
ス
ト
／
は
か
ま
だ
雪
絵
、
佐
藤
俊

彦
）、
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
・
檜
山
北
高
等
学
校
吹

奏
楽
局
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
郷
土
芸
能
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
宝
入
り
餅
ま
き
ほ
か
●
問

い
合
わ
せ
先
／
せ
た
な
観
光
協
会
 殺
０
１
３
７
・

８
４
・
５
４
０
６

せ
た
な
町
瀬
棚
区
                            

初
心
者
・
団
体
も
大
歓
迎
！

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫

５
月
１
日
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
、
ウ
イ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
試
乗
体
験
な
ど
豊
富
な
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
指
導
い
た
し
ま
す
の
で
気
軽
に
利
用
で

き
ま
す
。
※
月
曜
休
館
●
問
い
合
わ
せ
先
／
せ
た

な
町
教
育
委
員
会
瀬
棚
教
育
事
務
所
 殺
０
１
３

７
・
８
７
・
３
３
１
１

せ
た
な
町
大
成
区
                            

秘
湯
『
湯
と
ぴ
あ
臼
別
』

４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
湯
と
ぴ
あ
臼
別
。
周
囲

を
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
臼
別
渓
谷
に
あ
る

秘
湯
は
地
元
湯
治
客
や
観
光
客
に
大
人
気
。
お
湯

は
天
然
硫
酸
塩
泉
で
無
色
透
明
、
湯
温
は
約
　
度
５３

あ
り
、
慢
性
皮
膚
病
や
神
経
痛
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
●
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
宮
野
（
国
道
沿

に
看
板
あ
り
）
●
入
浴
料
／
無
料
（
お
心
の
あ
る

方
に
清
掃
協
力
金
と
し
て
１
０
０
円
を
頂
い
て
い

ま
す
。）
●
問
い
合
わ
せ
先
／
せ
た
な
町
大
成
総
合

支
所
産
業
建
設
課
商
工
労
働
観
光
係
 殺
０
１
３
９

８
・
４
・
５
５
１
１

姿
北
海
道
に
多
い
花
粉
症

　
花
粉
症
の
原
因
と
い
え
ば
、
ス
ギ
の

花
粉
？
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ギ
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
植
物
の
花
粉
が
原
因
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
ど
の
花
粉
に
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
が
起
こ
る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。

　
北
海
道
に
最
も
多
い
の
は
シ
ラ
カ
バ

の
花
粉
症
で
す
。
シ
ラ
カ
バ
の
花
粉
は

４
月
中
旬
か
ら
飛
散
が
始
ま
り
、
５
月

頃
に
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
花
見
の
季

節
、
鼻
が
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た
り
目
が
か
ゆ

く
な
っ
た
り
…
そ
う
い
う
方
は
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
シ
ラ
カ
バ
花
粉
に
よ
る
花
粉

症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
時
期
の
北
海

道
で
は
、
シ
ラ
カ
バ
以
外
の
花
粉
も
飛

ん
で
い
ま
す
。
イ
ネ
科
の
植
物
や
ヒ
ノ

キ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
花
粉
が

飛
ん
で
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
花
粉

症
の
方
は
症
状
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
シ
ラ
カ
バ
花
粉
症
の
方
の
何
割
か

は
、
果
物
過
敏
症
に
も
な
る
こ
と
が
あ

り
、
リ
ン
ゴ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
キ
ウ
イ
、

梨
、
桃
、
イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、
プ
ラ
ム
、

柿
な
ど
を
食
べ
る
と
口
の
中
が
か
ゆ
く

な
っ
た
り
、
重
症
に
な
る
と
吐
い
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

姿
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

　
花
粉
症
は
、
原
因
に
な
る
「
花
粉
」

が
な
く
な
る
こ
と
で
症
状
も
な
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、「
花
粉
」
以
外
の
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
る
人
は
、
花
粉
が
な
い
と

き
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
ま
す
。

　
先
ほ
ど
「
花
粉
症
は
な
ぜ
起
こ
る
？
」

の
と
こ
ろ
で
お
話
し
ま
し
た
が
、
身
体

に
入
っ
て
く
る
異
物
を
防
ご
う
と
し

て
、
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
と

い
っ
た
不
快
な
症
状
が
起
こ
る
の
が
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
で
す
の
で
、
異
物
＝

原
因
が
、
花
粉
で
は
な
く
て
も
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
は
起
こ
る
の
で
す
。

　
そ
の
原
因
と

し
て
は
、
家
の
中

の
ダ
ニ
や
ち
り
、

カ
ビ
、
ペ
ッ
ト
の

毛
や
フ
ケ
、
昆
虫

の
ガ
や
カ
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
花
粉
症
と
同
じ
く
人
に
よ
っ

て
そ
の
原
因
は
違
い
ま
す
。

　
花
粉
症
と
違
う
点
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
人
は
一
年

中
原
因
が
近
く
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、

通
年
で
症
状
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

姿
花
粉
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
の
治
療
は

　
花
粉
症
か
な
？
と
思
っ
た

ら
、
症
状
が
軽
く
て
も
ま
ず
は

医
療
機
関
で
医
師
の
診
察
を
う

け
ま
し
ょ
う
。
原
因
が
分
か
れ

ば
、
原
因
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
他
に
、
薬
で
症
状
を
抑

え
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
弱
め
た

り
す
る
治
療
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
に
は
市
販
薬
も
あ
り
ま
す
。
市
販

薬
も
用
量
ど
お
り
服
用
し
、
出
来
れ
ば

薬
剤
師
の
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

姿
花
粉
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
な

ら
な
い
た
め
に
は

　
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
原
因
に
な
る
異
物

に
過
剰
に
反
応
し
や
す
い
体
質
の
人
が

起
し
や
す
い
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
人

が
必
ず
な
る
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
逆
に
、
な
り
や
す
い
体
質
で
は

な
く
て
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
な
る
原
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
花
粉
や
ダ
ニ
、

カ
ビ
な
ど
の
原
因
物
質
に
多
く
ふ
れ
た

り
す
る
こ
と
や
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て

免
疫
が
低
下
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
花
粉
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
予

防
す
る
に
は
、
症
状
が
無
く
て
も
普
段

か
ら
部
屋
を
き
れ
い
に
し
た
り
マ
ス
ク

を
し
た
り
と
い
っ
た
原
因
に
近
づ
か
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。



北海道乳質改善大賞を受賞しました       
良質の生乳生産を目指して（瀬棚区）

　瀬棚区西大里３区在住で新函館農業協同組合所属の竹
浪潤牧場が、平成１９年度北海道乳質改善対象を受賞しま
した。
　これは、北海道乳質改善協議会が平成１７年で５０周年を
迎えたことから、その記念事業の一環として「乳質改善大
賞」を創設し、衛生的に優れた生乳生産を実践する酪農家
を表彰することとされ、今回で３回目となりました。　
　同大賞は、今回２２名受賞しており、各地区の乳質改善
協議会から推薦され、日ごろより良質な生乳を継続的に
生産し、経営的にも優秀かつ模範となる酪農家を対象に
表彰されており、竹浪さんは、道南地区乳質改善協議会
から推薦を受けての受賞となりました。
　名誉ある賞を受賞した竹浪さんですが、「生産量は少な
いが、良質な生乳を生産するとともに、経営的には和牛
の素牛生産も考えていきたい」と淡々と今後の抱負を
語っていました。

今年看護学校を卒業し、地元であるせ
たな町に帰ってきました。看護の道を
志した初心を忘れず「思いやりのある
心と笑顔」をモットーに町民の皆さん
のお役に立てるよう頑張りますので、
よろしくお願いします。

（北檜山区　看護師）

  鈴木 愛美（すずき まなみ）

  せたな町立国保病院看護係

はじめまして、大東と申します。札幌
より越して参りました。せたな町の方
は皆優しく接して下さいますので、新
天地での不安が少しずつ和らいできて
おります。早く町に慣れ、皆さまのお
役にたてますよう頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

（北檜山区　看護師）

  大東 裕世（おおひがし ひろよ）

  せたな町立国保病院看護係

はじめまして、長谷川と申します。念
願の保健師としての生活がスタート
し、緊張しながらも楽しい毎日を過し
ています。「せたな町の保健師」として
顔を覚えてもらえるよう精進いたしま
すので、よろしくお願いします。

（北檜山区　保健師）

  長谷川 久恵（はせがわ ひさえ）

  保健福祉課保健推進係

今年の３月まで千葉で看護師をしてい
ました。生まれ育った北海道に戻って
きたのは、高校を卒業して以来となり
ますが、早くせたな町になじみ、保健
師として皆さんのお役に立てるよう精
一杯頑張りたいと思います。

（北檜山区　保健師）

  笹田 美沙代（ささだ みさよ）

  保健福祉課保健推進係

皆さまはじめまして、高森直也と申
します。せたな町は初めてですが、
新たな故郷として誇れるよう精一杯
頑張りたいと思います。よろしくお
願いします。

（北檜山区）

  高森 直也（たかもり なおや）

 総務課総務係兼職員厚生係

札幌から単身赴任で参りました。檜
山管内に住むのははじめてですが、
少しでも早くせたな町に慣れ、町民
の皆様のお役に立てるようがんばり
ますので、どうぞよろしくお願いし
ます。

（北檜山区　北海道派遣）

  野邊　聡（のべ さとし）

  保健福祉課保健推進係長

今年の新採用職員をご紹介します

故 大島 政勝さんが叙位を受章しました
大成区上浦

　元檜山広域行政組合大成町消防団団長の故大島政勝
さんが叙位（従六位）を受章しました。
　大島さんは、昭和２１年から５６年間の永きにわたり消
防団員として、地域住民の生命財産を守り、消防組織
の育成強化や火災予防の普及に努めるなど、消防活動
に大きく貢献された功績が認められ今回の受章となり
ました。
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橘建設㈱から交通安全グッズ     ３/２４
善意に感謝申し上げます

　３月２４日（月）、橘建設株式会社（代表取締役 坂下
正治 氏）より今年の新入学児童６２名への交通安全
グッズが寄付されました。これは、社会貢献活動の
一環としての取り組みで、交通安全グッズとして、車
のライトに光って反射する「ぷよぷよ反射キーホル
ダー」、「光る！反射シール」、「鉛筆５本セット」及び
「巾着袋」の５点セットがそれぞれ贈られました。

交通安全街頭啓発が行われました ４/１０
交通安全を願って（北檜山区）

　４月１０日（木）、渡島信用金庫北檜山支店前にお
いて交通安全協会（湯浅平男会長）主催による「交
通安全街頭啓発」が行われました。これは、６日か
ら始まった春の交通安全運動と「交通事故死０を
目指す日」にあわせたもので、関係機関や団体が連
携して行われました。参加した皆さんは、交通安
全のタスキをかけて沿道に並びドライバーに交通
安全グッズを手渡しながら「交通安全」を呼びか
けました。

瀬棚小学校でサケの稚魚を放流  ４/１０
～サケの子どもの入学式？～（瀬棚区）

　４月１０日（木）、寒空のもと瀬棚小学校の２・３
年生が、区内馬場川でサケの稚魚およそ１０００匹を
放流しました。
　児童達は自分で用意したバケツなどに、先生か
ら水と稚魚を入れてもらうと、水をこぼさないよ
うにとそっと稚魚を川へと運び、放し終えると
走ってはまた稚魚をバケツに入れてもらいと、何
度も何度も放流しました。児童の中には、「元気で
ね」とか「バイバイ」など一声かけながら放流す
る子もいました。児童達が一生懸命放流したたく
さんのサケが、数年後にせたなの海から馬場川へ
と戻ってくることを期待します。

パークゴルフ場オープン           ４/１２
グリーンパーク・パークゴルフ場（北檜山区）

　道内屈指の広さを誇る「北檜山パークゴルフ
場」が４月１２日（土）オープンし、この日を待
ちわびていた愛好者らが初ラウンドを楽しみま
した。当日は、終日あいにくの雨模様でしたが、
地元のほか札幌市、苫小牧市、八雲町、江差町な
どから３７名の利用客が訪れました。利用客は、
互いに「今年もよろしくお願いします」などと
あいさつを交わしながら今年初のプレーを楽し
んでいました。「シーズン券」好評発売中です。
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生・涯・学・習 ・だ・よ・り

　
二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は
　
％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。

　
い
よ
い
よ
新
緑
が
映
え
、
野
山
、
海

川
へ
こ
ぞ
っ
て
出
向
く
好
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
、「
五
月
病
」
な

ど
と
言
わ
れ
る
こ
の
時
期
、
精
神
的

病
（
や
ま
い
）
等
か
ら
、
仕
事
や
学
校

に
就
け
ず
、
引
き
こ
も
り
に
な
る
若

者
や
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
学
説
を
発
表
し
、
ノ
ー

ベ
ル
医
学
賞
を
受
賞
し
た
カ
ナ
ダ
の

セ
リ
エ
博
士
は
、
自
身
が
ガ
ン
に
か

か
っ
た
時
、
ス
ト
レ
ス
を
克
服
し
た

い
と
種
々
の
自
然
療
法
を
試
み
、
最

後
に
行
き
着
い
た
治
療
法
が
「
西
洋
人

に
は
希
薄
だ
が
、
東
洋
人
独
特
の
偐
感

謝
の
気
持
ち
做
を
持
つ
こ
と
が
心
を
安

寧
し
、
ス
ト
レ
ス
を
と
る
の
に
一
番

大
切
」
と
悟
り
、
毎
日
、
周
囲
の
人
た

ち
や
自
然
、
神
様
、
自
分
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
…
等
々
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
生
活
し
、
見
事
に
ガ
ン
を

克
服
し
た
と
い
い
ま
す
。

　「
喜
び
」「
感
動
」「
共
感
」「
感
謝
」「
信

仰
心
」
…
等
の
プ
ラ
ス
の
感
情
と
同

様
、「
他
人
の
た
め
に
何
か
を
や
る
と

い
う
奉
仕
」（
利
他
の
精
神
）
は
、
副

交
感
神
経
の
働
き
を
促
し
て
、
精
神

の
安
定
を
も
た
ら
し
、
ス
ト
レ
ス
を

と
り
、
免
疫
細
胞
の
働
き
を
強
め
て
、

病
気
の
予
防
や
改
善
に
役
立
つ
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
待
望
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
オ
ー

プ
ン
し
、
町
内
外
か
ら
の
利
用
者
で

盛
況
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
や
清
掃
活
動
を
は
じ
め
各

種
団
体
活
動
に
多
く
の
人
々
が
「
前
向

き
」「
プ
ラ
ス
思
考
」
を
も
っ
て
参
画

し
、
自
身
の
心
身
の
健
康
増
進
と
豊

か
で
明
る
く
、
潤
い
の
あ
る
生
活
づ

く
り
、
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
も

の
で
す
。
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生・涯・学・習 ・だ・よ・り

　３月２１日（金）、大成農漁村総合センターにおいて
「せたな町スポーツ専門講座」が行われました。講
師の札幌トレーニングパーク手音（たね）山本敏美
氏の指導のもと、小中学生・一般を合わせ約３０名で
行われ、気候や環境の変化にスムーズに対応できる
ような室内でのトレーニングや身体ケアに関する
実技を学びました。
　翌２２日（土）には、せたな町民体育館において当
講座と同時開催で「檜山管内体育指導委員等研修
会」が行われ、管内各町の体育指導委員やスポーツ
指導者、一般参加者などを含め２７名で行われまし
た。研修会は、実技講習を中心に、日常の疲労を回
復させるために自宅で簡単にできる「ストレッチ」
や「スポーツマッサージ」を行い心地良い汗を流し
ていました。

せたな町スポーツ専門講座（及び 檜山管内体育指導委員等研修会）

　３月８日（土）、ふるさと体験塾として１９年度最後のプログ
ラムとなる「渡り鳥の観察会」が行われました。参加者は小学
生や一般成人など１０名でありましたが、講師の「道南野鳥の
会：伊勢勝洋さん」の指導を受けながら、冷たい風が吹き抜け
る中、参加者は熱心に双眼鏡を覗き込んでいました。　　
観察は、後志利別川河口付近や太櫓漁港、瀬棚漁港を中心に観
察し、「マガモ」や「ウミアイサ」、「ミコアイサ」など、この
時期にしか見られない渡り鳥を発見することができました。

平成１９年度ふるさと体験塾「渡り鳥の観察会」

　３月２５日（火）、せたな町情
報センターにおいて、「平成
１９年度せたな町教育・文化・
スポーツ奨励賞表彰式」が行
われました。
　この奨励賞は、当町の教
育・文化・スポーツ分野で、
町民の模範となる活動や成績
が優秀な個人や団体に対し贈
られるもので、今年度は４名
の皆さんが受賞されました。

功　　　　績受賞区分所　　属受賞者

●永年、町の文化事業の推進にご尽力され、文化の町づくりに貢献文化せたな町文化協会吉田　英子

●全道中体連スキー大会ＳＬ９位入賞●全道中体連スキー大会ＧＳ１２位入賞
●全国中体連スキー大会ＳＬ・ＧＳ出場スポーツ北檜山中学校３年白倉　悠貴

●第２５回北海道小学生陸上競技大会走り幅跳び２位入賞（記録４ｍ３６）
●第２５回北海道小学生陸上競技大会走り高跳び２位入賞（記録１ｍ３０）スポーツ久遠小学校６年生

（久遠陸上少年団）桝田　成美

●第２５回北海道小学生陸上競技大会走り幅跳び４位入賞（記録４ｍ０９）
●第２５回北海道小学生陸上競技大会ボール投げ５位入賞（記録５０ｍ７４）スポーツ久遠小学校５年生

（久遠陸上少年団）桝田　貴廣

平成１９年度せたな町教育・文化・スポーツ奨励賞表彰式　　
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ご
利
用
く
だ
さ
い
　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の
５
月
の
職

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・
５
月
　
日
昌
午
後
１
時
〜
５
時

１４

・
５
月
　
日
昭
午
前
９
時
〜
正
午

１５

問
合
せ
　
北
檜
山
職
業
相
談
室

　
殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
７
２
４

問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　
殺
０
１
３
７
・
６
２
・
２
５
０
９

問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　
殺
０
１
３
９
・
５
２
・
０
１
７
８

ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
  　
    

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
体

罰
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借

地
借
家
、
不
動
産
、
隣
人
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
身
近
な
法
律
・
人

権
問
題
な
ど
、
困
り
ご
と
心
配

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
ご
自

由
に
相
談
で
き
ま
す
。（
相
談

無
料
、
秘
密
厳
守
）

●
日
時
／
５
月
８
日
昭

　
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所
／

　
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
相
談
員
／
西
村
眞
／
藤
沢
明

／
板
垣
洋
子

問
合
せ
　
役
場
総
務
課
総
務
係

　
殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
  　
  　
    

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　
八
雲
保
健
所
で
は
、
心
理
的

負
担
の
軽
減
（
解
消
）
と
精
神
疾

患
の
予
防
を
図
る
た
め
精
神
障

が
い
者
や
家
族
を
含
む
一
般
住

民
の
精
神
保
健
及
び
同
障
が
い

者
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
は
、
事
前
予
約

制
で
す
。

●
日
時
／
５
月
８
日
昭

　
午
後
１
時
〜
３
時
　
分
３０

●
場
所
／

　
八
雲
保
健
所
今
金
支
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ
　
八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　
殺
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
６
８

ご
確
認
く
だ
さ
い
　
　
　
         

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
２
日
で
す

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
納
め
て

い
た
だ
く
税
金
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
め

て
い
た
だ
く
方
は
、
４
月
１
日

現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
で
す

（
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
場
合
な

ど
で
所
有
者
が
売
り
主
に
あ
る

場
合
は
、
買
い
主
で
あ
る
使
用

者
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま

す
。）
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

に
よ
る
納
税
に
加
え
、
昨
年
度

か
ら
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
税
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

い
っ
そ
う
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
納
税
通
知
書
は
、
５
月
７

日
（
水
）
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
お

手
元
に
届
か
な
い
な
ど
の
お
気

付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
檜
山
支
庁
地
域
振
興
部

税
務
課
納
税
係

　
殺
０
１
３
９
・
５
２
・
６
４
７
３

　事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
 　
         

労
働
保
険
年
度
更
新
の
申

告
･納
付
期
限
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
労
働
保
険
年
度

２０

更
新
の
申
告
・
納
付
期
限
は
５

月
　
日
（
火
）
で
す
。
申
告
書

２０
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
又

は
北
海
道
労
働
局
及
び
金
融
機

関
、
郵
便
局
へ
お
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
函
館
労
働
基
準
監
督
署

　
殺
０
１
３
８
・
２
３
・
１
２
７
６

ご
確
認
く
だ
さ
い
　
　
　
         

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り

ま
す

　
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の

罰
金
額
の
上
限
が
２
万
円
か
ら

　
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

５０す
。
派
遣
労
働
者
の
最
低
賃
金

は
、
派
遣
先
の
地
域
（
産
業
）

の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

●
北
海
道
の
最
低
賃
金

　
時
間
額
　
円
（
平
成
　
年
　

６５４

１９

１０

月
　
日
発
効
）

１９
問
合
せ
　
函
館
労
働
基
準
監
督
署

　
殺
０
１
３
８
・
２
３
・
１
２
７
６

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
        

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補

償
・
救
済
に
つ
い
て

　
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
に

よ
り
発
症
す
る
中
皮
種
や
肺
が

ん
な
ど
の
疾
病
は
、
発
症
す
る

ま
で
に
非
常
に
長
い
期
間
が
か

か
る
た
め
、
医
師
も
本
人
も
気

づ
き
に
く
か
っ
た
と
い
う
状
況

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
３
月
　

１８

２７

日
に
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害

の
救
済
に
関
す
る
法
律
」（
以
下

「
石
綿
救
済
法
」
と
い
い
ま
す
。）

が
施
行
さ
れ
、
平
成
　
年
３
月

１３

　
日
以
前
に
石
綿
に
よ
る
疾
病

２６を
発
症
し
、
死
亡
し
た
労
働
者

の
遺
族
で
、
労
災
保
険
法
の
遺

族
保
障
給
付
を
受
け
る
権
利
が

時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
方
に
対

し
て
は
特
別
遺
族
給
付
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
別

遺
族
給
付
金
は
、
平
成
　
年
３

２１

月
　
日
が
請
求
期
限
と
な
っ
て

２７
お
り
ま
す
。

問
合
せ
　
北
海
道
労
働
局
労
災
補
償
課

　
殺
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

～せたな警察署からのお知らせ～
●５月１１日（日）から１０日間、春の地域安全運動が実施されます。
●５月１１日（日）玉川公園で一日警察官委嘱や防犯啓発を実施します。　殺０１３７-８４-６１１０
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戸籍の窓口
（３月１日～３月３１日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または
ご家族の了解を得ています。

人口と世帯

３月末現在（前月比）

（－８３）１０,３６６人人 口

（－３７）４,８９９人男

（－４６）５,４６７人女

（－１４）４,６６６世帯世 帯

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

■問い合わせ先／函館社会保険事務所 殺 ０１３８-５６-１１６１
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/尾野] 殺 ０１３７-８４-５１１１（内線１１３７）
・瀬棚総合支所総務税務課戸籍年金係 [担当/竹内] 殺 ０１３７-８７-３３１１（内線３１１５）
・大成総合支所町民福祉課戸籍年金係 [担当/栄田] 殺 ０１３９８- ４-５５１１（内線２１５８）

●任意加入制度とは？
　国民年金制度は原則として、２０歳から６０歳までの４０年間の加
入・納付状況によって年金額を決定しています。やむを得ない理
由により過去に納められなかった期間がある場合や、国民年金に
加入していない期間があるなど満額の年金を受け取ることができ
ない方が、ご本人の申出により任意で国民年金に加入することが
できる制度です。ご利用いただくと、年金額を増額することがで
きます。

【対象となる方は】
①日本国内に居住する６０～６５歳未満の方
②老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない方
③２０歳から６０歳までの年金保険料の納付月数が４８０ヶ月未満の方
※①から②までのすべての条件を満たす方が対象となります。

【保険料の納付方法】
　「口座振替」により納めていただくことになります。
　当月分を、当月末に引き落とす「早割制度」がありますので加
入時にお問い合わせください。

国民年金の
「任意加入制度」を利用して
年金額を増やしませんか？

お誕生おめでとう 　　　　

○安藤　 花音  ちゃん　（寿也）豊　岡
は な ね

○久次米　 涼  く  ん　（ 渉 ）北檜山
りょう

○田中　 幸真  く  ん　（克貴）本町４区
ゆ き ま

○柳田　 朱希  ちゃん　（邦生）本町９区
あ き

ご結婚おめでとう　　 　　

　吉原　尚孝 さん　豊岡
　三味ちひろ さん　札幌市

　酒井　範之 さん　豊岡
　赤堀　雅代 さん　豊岡

　髙澤　荘介 さん　豊岡
　彌左　千草 さん　西大里１区

　和佐田　靖 さん　愛知
　西本　雅代 さん　旭川市

　平賀　英勝 さん　東大里３区
　笠原　未来 さん　豊岡

おくやみ申し上げます 　　

○室野キクヱ さん　（８７歳）北檜山

○田中　勝男 さん　（８２歳）丹　羽

○小林　光男 さん　（７５歳）東丹羽

○板谷フミ子 さん　（６０歳）北檜山

○長田　末美 さん　（４９歳）北檜山

○山鹿トキヱ さん　（８７歳）徳　島

○本間　明子 さん　（７３歳）若　松

○佐藤　長政 さん　（８５歳）本町４区

○佐野　勇一 さん　（３３歳）　  都

○上野　チヱ さん　（７３歳）　  都

○竹本　アキ さん　（８５歳）宮　野

○土門　征子 さん　（６３歳）本　陣

○齊藤　　健 さん　（５５歳）　  都

○吉見ユキヱ さん　（８７歳）本　陣

○寺分　ミヨ さん　（８５歳）宮　野

灼

灼

灼

灼

灼

平成２０年度調理師試験の実施について

■問い合わせ先■
八雲保健所健康推進課保健予防係　殺  ０１３７-６３-２１６８　

●試験日時／平成２０年９月２日（火）午後１時３０分～４時まで
●試  験  地／函館市
●試験科目／食文化概論、衛生法規、公衆衛生学、栄養学、食品
　　　　　　学、食品衛生学及び調理理論の７科目（筆記試験）
●願書受付期間／平成２０年５月１２日（月）～５月３０日（金）まで

農業用水路への通水が５月初旬
からはじまります。

農業用排水路への 転落事故を防ごう外
●子供たちが、水路のそばで
遊んでいるのを見かけたら、
進んで声をかけましょう。

 ■問い合わせ先■
 狩場利別土地改良区 殺０１３７-８２-０２４４

●狩場葬苑（公衆電話）　殺0137-84-6156



▼
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
上
で
、

そ
の
地
域
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
は
重

大
な
問
題
で
す
。
今
回
は
、
引
越
し

が
一
段
落
し
た
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ

て
「
ご
み
」
を
特
集
し
ま
し
た
。
ご
協

力
頂
い
た
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
ご
み
」
の
中
に

新
た
な
価
値
を
見
出
し
、
そ
れ
を
活

か
し
て
い
く
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、

せ
た
な
町
内
に
埋
も
れ
て
い
る
魅
力

を
一
つ
で
も
多
く
見
つ
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
▼
６
ペ
ー
ジ
で
ご

紹
介
し
た
「
せ
た
な
を
数
字
で
み
て
み

よ
う
【
人
口
編
】」。
こ
の
中
で
、
せ
た

な
の
魅
力
、
せ
た
な
パ
ワ
ー
「
せ
た
な

力
」
を
探
し
て
み
た
結
果
、　
歳
以
上

８０

が
１
割
を
超
え
て
檜
山
管
内
で
一
番

多
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
残
念
な

が
ら
全
道
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
）
こ
れ
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
「
長

寿
の
町
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
？
と
期
待
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
「
せ
た

な
力
」
を
探
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
▼
北
檜
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
ダ

ン
ゼ
ン
お
得
な
「
シ
ー
ズ
ン
券
」
が
新

発
売
。
特
に
、
高
校
生
以
上
で
　
日
３０

以
上
ご
利
用
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
　７０

歳
以
上
で
　
日
以
上
ご
利
用
さ
れ
る

４５

方
は
お
見
逃
し
な
く
鎧
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
▼
本
日
、
広
報
せ
た
な

と
一
緒
に
お
届
け
し
た
組
織
機
構
図

は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
文
字
が
小

さ
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
（
特
に
本
庁

で
す
）、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
乾
）

編
集
後
記

みんなで仲良くゴミ拾い！広 報 見 聞 録  

Koho - kenbunroku

　
３
月
　
日
（
木
）、
瀬
棚
区
の
ス

２７

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
合
同
で
漁
火
公

園
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た
の
は
、
S

E
T
A
N
A
・
I
S
O
B
E
 J
ｒ
 

F
C
（
サ
ッ
カ
ー
／
濱
登
優
総
監

督
）
と
瀬
棚
フ
ィ
リ
ー
ズ
（
野
球
／

桂
田
富
次
監
督
）
と
瀬
棚
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団
（
倉
見
悟
監
督
）
の

子
ど
も
達
。
数
年
前
か
ら
毎
年
、

S
E
T
A
N
A
・
I
S
O
B
E
 J

ｒ
 F
C
が
瀬
棚
区
内
の
施
設
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
は
他
の
２
団
体
も
一
緒
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
　
人
の
子
ど
も
達
と
、
監
督
や

４５
父
母
ら
　
人
が
、
町
民
の
憩
い
の

１０

場
所
の
漁
火
公
園
や
道
路
沿
い
の

ゴ
ミ
を
拾
い
、
約
１
時
間
で
軽
四

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
が
満
杯
に
な
り

ま
し
た
。


